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令和５年度予算の全体像 
 

令和５年度加西市の予算総額は、473億 2,280万円 です。 

 

 

加西市の行政運営の基本的な経費を計上した予算です。税金や国、県からの交付

金などが主な収入で、加西市の事業全般に使います。 

令和５年度は、４年度と比べて 21億 3,000万円増加しています。 

 

 本年度予算額 対前年度比 

・一般会計 245億円 3,000万円  ＋   9.5％ 

 

 

 

特定の収入を特定の目的に対してのみ使用する予算です。加西市には、以下の５つ

の特別会計があります。 

 本年度予算額 対前年度比 

・国民健康保険特別会計 47億 7,300万円  △   1.2％ 

・介護保険特別会計 50億 6,800万円  △   1.9％ 

・後期高齢者医療特別会計 7億 5,200万円  ＋   4.9％ 

・公園墓地整備事業特別会計 700万円  △  69.6％ 

・産業団地整備事業特別会計 3億 3,623万円  ＋ 125.0％ 

   

 

 

特定の事業について、その事業に関わる利用料金などの収入をもってその事業に

充て、民間企業と同様、独自に採算を行っている予算です。加西市には、以下の３つの

企業会計があります。 

 

 本年度予算額 対前年度比 

・水道事業会計 16億 3,114万円  ＋  5.1％ 

・下水道事業会計 41億 5,917万円  ＋  1.3％ 

・病院事業会計 60億 6,626万円  ＋  0.5％ 

 

 

■ 一般会計予算 245億 3,000万円 

■ 特別会計予算 109億 3,623万円 

■ 企業会計予算 118億 5,657万円 
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歳入の状況（一般会計予算） 
 

１年間の収入のことを『歳入』と言います。歳入には、市民のみなさまに納めていただく

税金をはじめ、国や県からの収入、銀行等からの借り入れのほか、施設等の使用料や手

数料などがあります。令和５年度の歳入の内訳は次のとおりです。 

 

【歳入の内訳】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歳入の区分】 

市 税 市民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税、たばこ税 

地方交付税 
地方の財源を調整するために国から交付されるもので、使い道は

限定されません 

寄附金 ふるさと寄附金（ふるさと納税）など 

国庫支出金 

県支出金 

特定の事業費用に充てるため、国、県が市に支出する補助金や委

託金など 

地方譲与税等 
国が徴収し、地方に譲与する税で、自動車重量譲与税や地方揮

発油譲与税、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金など 

市 債 市の借金 

繰入金 財政調整基金等からの繰入 

その他 施設等の使用料や手数料など 
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歳出の状況（一般会計予算） 

 

１年間の支出のことを『歳出』と言います。歳出には、福祉、教育、消防など市民の暮らしに

関わる経費をはじめ、都市基盤の整備や環境施策に関わる分野に使われる経費などがあり

ます。令和５年度の歳出の内訳は次のとおりです。 

 

【歳出の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歳出の区分】 

民生費 福祉や子育て支援などにかかる費用 

総務費 市の全体的な管理などにかかる費用 

衛生費 ごみ処理や環境対策、健康づくりなどにかかる費用 

教育費 学校や生涯学習などにかかる費用 

公債費 市の借金を返済する費用 

土木費 道路や公園の整備などにかかる費用 

農林水産業費 農業や林業などにかかる費用 

消防費 消防救急にかかる費用 

商工費 商工業や観光の振興などにかかる費用 

その他 議会費、労働費など 
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①子育て応援「５つの無料化」に関する予算 

 

安心して子育てができるよう、加西市では独自に「５つの無料化」を実施しています。 

 

 

 

■ 3歳未満児の保育料無料化 1億 3,147万円 

  （担当 こども未来課） 

所得にかかわらず、市内居住 0～2歳児の保育料を無料化します。 

（認可外保育所を利用する 0～2歳児は 42,000円を上限に補助） 

 

〈主な内容〉                     〈財  源〉 

補助金等 1億円                  市の負担額 1億 3,147万円 

保護者負担金の減額 3,147万円 

 

■ 給食費の無料化 2億 4,204万円 

  （担当 こども未来課、教育総務課） 

子育て世帯の経済負担を軽減し、安心して子育てができるようにするため、認定こども園、市立小

中学校、特別支援学校の児童生徒にかかる給食費を無料化します。 

また、環境へ配慮した取り組みとして、学校給食の牛乳用ストローを紙製に変更します。 

 

〈主な内容〉                      〈財  源〉 

公立認定こども園 3,531万円            負担金 1,700万円 

私立認定こども園 3,573万円          市の負担額 2億 2,504万円 

学校給食材料費等 1億 7,100万円 
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■ 医療費の無料化 1億 8,650万円 

  （担当 国保医療課） 

 18歳までの医療費を無料化します。 

 

〈主な内容〉                      〈財  源〉 

乳幼児等医療助成費 9,750万円         県支出金 3,527万円 

こども医療費助成費 8,900万円          市の負担額 1億 5,123万円 

 

■ オムツ等の無料化 

（かさいすくすく子育て定期便） 2,054万円 

  （担当 健康課） 

生後 3 か月から満 1 歳になる月までの乳児を養育する世帯に、毎月、子育て経験のある方がオム

ツやミルクなど子育て用品（3,000 円分程度）を宅配し、子育て相談や情報提供を行います。育児の孤

立化を防ぎ、精神的・経済的負担を軽減します。 

 

〈主な内容〉                      〈財  源〉 

事業運営費 1,393万円              国支出金 34万円 

配達品 661万円                  市の負担額 2,020万円 

 

■ 病児・病後児保育料の無料化 80万円 

  （担当 こども未来課） 

加西市に居住する児童の病児・病後児保育料を無料化します。 

 

〈主な内容〉                     〈財  源〉 

補助金等 80万円                 市の負担額 80万円 

 



 

- 6 - 

②子育て支援・教育環境の充実に関する予算 
 

 

 

■ 出産・子育て応援事業 3,344万円 

  （担当 健康課） 

安心して子育てができるよう、経済的支援（妊娠届出時に 5 万円、出生届出後に 10 万円）と、伴走

型支援（出産・育児に関する相談や情報提供）を行います。加西市は、出生届出時に国制度に加え出

産祝い金 5万円を給付します。 

 

〈主な内容〉 

出産・子育て応援給付金（国制度） 2,175万円 

出産祝い金（加西市独自）      1,000万円 

 

〈財  源〉 

国支出金 1,618万円／県支出金 364万円／市の負担額 1,362万円 

 

■ 「アスも」運営事業 3,084万円 

  （担当 産業振興課） 

アスティアかさい内にかさいこども広場＆パパママオフィス「アスも」を設置運営し、子育て環境の充

実や賑わいの創出を図るとともにポストコロナ時代に合った新しい働き方を推進します。 

 

〈主な内容〉              〈財  源〉 

負担金等 3,084万円        市の負担額 3,084万円 

 

■ 児童手当・児童扶養手当支給事業 6億 6,817万円 

  （担当 地域福祉課） 

児童手当や児童扶養手当を支給し、子育て世代の経済的な負担を軽減します。 

 

〈主な内容〉    〈財  源〉  

 児童扶養手当給付費 1億 945万円  国支出金 4億 2,254万円／県支出金 8,633万円 

 児童手当給付費 5億 5,872万円   市の負担額 1億 5,930万円 
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■ こども食堂補助金 288万円 

  （担当 地域福祉課） 

子どもの居場所や地域の人々とつながる場としての役割 

をもつ、こども食堂の運営を支援します。 

 

〈主な内容〉 

補助金 288万円 

 

〈財  源〉 

県支出金 288万円  

 

■ 保育教諭等の確保対策 2,568万円 

  （担当 こども未来課） 

 保育環境を向上させるため、私立の認定こども園に採用された保育士への一時金や、保育補助者を

採用されたこども園への補助を行います。 

〈主な内容〉 

保育教諭就労支援一時金 1,100万円 

保育士緊急確保対策補助金 175万円 

保育補助者雇上強化事業補助金 693万円 

保育体制強化事業補助金 600万円 

〈財  源〉 

国支出金 820万円／県支出金 237万円 

市の負担額 1,511万円 

 

■ 小学校・中学校・特別支援学校の管理運営  3億 3,344万円 

  （担当 教育総務課） 

 市内の学校施設の管理運営を行います。５年度は、北条小学校・富田小学校のプール塗装改修工

事や賀茂小学校北校舎改修工事、学校施設の照明を LED 化する照明機器更新工事等を実施しま

す。 

 

〈主な内容〉 

北条小学校・富田小学校プール塗装改修工事 700万円 

賀茂小学校北校舎改修工事 3,000万円 

学校施設照明器具更新工事 2,000万円 

修繕費 3,604万円 

 

〈財  源〉 

 国支出金 422万円／市の負担額 3億 2,922万円 

（うち市の借金 7,910万円） 
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■ STEAM教育推進事業 1,260万円 

  （担当 教育総務課、学校教育課） 

 「STEAM 教育」とは、各教科での学習を実社会での問題発見・解決にいかしていくための教科横断

的な教育です。加西 STEAM は、正解のない課題に挑戦（Challenge）し、多様な他者と協働

（Collaborate）し、新しい価値を創造（Create）する 3C「次世代型人材」の育成を目標としています。 

 

〈主な内容〉 

 ・加西 STEAM教育推進事業 400万円 

 ・学校づくり×STEAM推進事業 650万円 

 ・プロから学ぶ創造力育成事業 210万円 

 

 

〈財  源〉 

 市の負担額 1,260万円 

 

■ 夜間中学校援助  105万円 

  （担当 学校教育課） 

 令和 5 年 4 月に開校する夜間中学（姫路市立あかつき中学校）に通う加西市在住の生徒のうち、経

済的理由で就学が困難な生徒に対して必要な費用を助成します。 

 

 

〈主な内容〉 

夜間中学負担金 45万円 

夜間中学就学援助費 60万円 

 

〈財  源〉 

 市の負担額 105万円 
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■ 公民館・オークタウンの管理運営 5,388万円 

  （担当 生涯学習課） 

 公民館及びオークタウンを管理運営し、小中学生から高齢者まであらゆる世代が参加しやすい講座

を開催します。 

 講座は、令和 4年度に開設した「STEAM ラボ」も活用しながら行う予定です。 

〈主な内容〉 

 公民館の各種教室の開設費 553万円 

 善防公民館・南部公民館本館照明 LED化 1,100万円 

 オークタウン加西本館照明 LED化 300万円 

〈財  源〉 

 使用料等 359万円 

 市の負担額 5,029万円（うち市の借金 1,260万円） 

 

■ 図書館の管理運営・スマート図書館の推進 1億 3,967万円 

  （担当 図書館） 

 加西市立図書館の管理運営を行います。一般図書や児童書、CD、DVD など資料の充実を図りま

す。令和 5 年 3 月に「スマート図書館サービス」を開始し、電子書籍の貸し出しや公民館での返却と予

約本の受け取りもできるようになっています。また、照明の LED化工事を行います。 

 

 

〈主な内容〉                     〈財  源〉 

図書資料等購入 1,300万円          市の負担額 1億 3,967万円 

幼児・学校図書用一括購入 200万円    （うち市の借金 4,050万円） 

照明 LED化工事 4,500万円 

 

 



 

- 10 - 

 

 

 

 

 

 

  

■ 総合教育センター事業 9,753万円 

  （担当 総合教育センター） 

加西市の教育における中核施設として、児童生徒の教育支援（教育相談、不登校支援（ふれあいホ

ーム）、発達支援等）や健全育成（補導委員、連合 PTA、子ども会、ネット見守り等）、教職員の研修等

を行っています。また、地域と連携を図りながら自主的課題に取り組む「地域未来塾」や、土曜日に教

科の発展的な学習や体験活動を行う「土曜チャレンジ学習」なども実施します。地域全体で子どもの成

長を支えるため、学校運営協議会を設置し、コミュニティ・スクールを導入します。 

 

〈主な内容〉 

健全育成事業 438万円 

コミュニティ・スクール設置事業 230万円 

 

〈財  源〉 

 県支出金 391万円／諸収入 3万円 

 市の負担額 9,359万円 

 

■ 校内フリースクールの設置 1,400万円 

  （担当 総合教育センター） 

 学校へ行きにくい生徒のために、登校できない障害を可能な限り取り除き、自分のタイミングで登校

できる場所として、専属の支援員がいる校内フリースクールの設置を行います。また、校内フリースク

ールの設置により、総合教育センターにあるふれあいホーム（教育支援センター）について、これまで

以上に自由度をもって、ゆっくりと過ごせる居場所へと見直します。 

 

〈主な内容〉 

 教室改修費・備品購入費等 500万円 

 支援員 900万円 

 

〈財  源〉 

 市の負担額 1,400万円 
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③産業振興と地域ブランドの強化に関する予算 
 

  

■ 商工振興事業 4億 4,649万円 

 （６ページの「アスも」運営事業を除く） （担当 産業振興課） 

市内事業者の事業継続・新たな事業展開や起業・創業を支援するため、種々な事業を展開します。 

 

〈主な内容〉 

 ・小規模事業者持続化事業 400万円 

機械器具備品の購入、店舗改修、販路開拓など、市内小規模事業者の事業再構築、事業承継、

持続化事業にかかる経費の一部を補助します。 

 

 ・新産業創出支援事業 1,200万円 

ポストコロナ社会への対応として、機械装置、システム構築費、技術導入費など、デジタル技術を

活用した新たな事業展開を行う事業にかかる経費の一部を補助します。 

 

 ・脱炭素化設備等導入促進事業 3億円 

   事業者が脱炭素化のために実施する、再生可能エネルギー設備・省エネルギー設備の導入など

の経費の一部を補助します。 

 

 ・ビジネスコンテスト運営委託事業 720万円 

   地域課題を解決できるビジネスプランを募集し、コンテストを 

開催します。 

受賞者にはフォローアップを行い、事業展開を支援します。 

 

 ・がんばろう商店街お買い物キャンペーン事業 2,470万円 

県補助金を活用したお得なキャンペーン（商品券・ポイント 

シール）によりお買い物金額の 20パーセントを還元します。 

 

・ねっぴ～Pay運用事業 3,600万円 

地域通貨「ねっぴ～Pay」を活用し、ポイント還元キャンペー 

ンや行政ポイントの付与を通じて地域経済の活性化を図る 

とともにキャッシュレス決済を推進します。 

 

〈財  源〉 

 県支出金 1,670万円 

 市の負担額 4億 2,979万円 
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■ 農政推進事業 1億 2,862万円 

  （担当 農政課） 

シカやイノシシなどの有害鳥獣による農産物等への被害の軽減を図るための鳥獣被害防止対策事

業を行います。令和 5年度は、獣害対策グレーチング「テキサスゲート」の試験施工を行います。 

また、集落営農組織、認定農業者への機械補助や法人化の支援事業を実施し、農政の推進および

活性化を図ります。 

 

〈主な内容〉 

鳥獣被害防止対策事業 4,450万円 

テキサスゲート試験施工 300万円 

農業次世代人材投資資金 863万円 

農業経営スマート化促進事業 750万円 

新規就農者育成総合対策補助金 1,275万円 

 

〈財  源〉 

国支出金 400万円／県支出金 7,409万円／負担金等 242万円 

市の負担額 4,811万円 

 

■ 地域農政推進事業 6,284万円 

  （担当 農政課） 

新規就農者への支援や、集落営農組織においての女性や若者の参画を推進する事業を実施しま

す。研修受入農家への支援も行います。令和 5年度は、スマート農業機械の導入を促進するために予

算を拡充しています。 

 

〈主な内容〉 

 新規就農支援事業 1,300万円 

 担い手育成施設整備支援事業 1,700万円 

 女性若者担い手育成奨励金 14万円 

農耕用大型特殊自動車免許取得補助金 150万円 

 山田錦振興事業 150万円 

 

〈財  源〉 

 市の負担額 6,284万円 
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■ 多面的機能支払交付金事業 3億 798万円 

  （担当 農林整備課） 

地域による農地・農業用水などの保全管理と、農村環境の保全向上や、老朽化が進む水路や農道

などの施設の長寿命化に対し支援を行います。 

 

 

〈主な内容〉 

多面的機能支払交付金 3億 69万円  

 

〈財  源〉 

県支出金 2億 2,891万円 

市の負担額 7,907万円 

 

 

 

■ ため池・農業施設等整備事業 3億 8,413万円 

  （担当 農林整備課） 

地震や集中豪雨による災害を防止し農村地域の防災力の向上を図るため、ため池の耐震化の実

施設計などを実施します。引き続き、東高室地区のほ場整備を進めます。また、下里川岸呂井堰（ファ

ブリダム）の整備を行います。 

 

〈主な内容〉     〈財  源〉 

長寿命化・防災減災事業 2,000万円   国県支出金 2億 5,243万円 

基盤整備促進事業 2億 3,758万円         地元分担金 3,471万円 

下里川岸呂井堰工事 6,000万円         市の負担額 9,699万円 

       （うち市の借金 7,200万円） 

■ 林業振興管理事業 1,370万円 

  （担当 農林整備課） 

山林を整備し、加西の美しい里山の再生を図ります。自治会等が行う里山整備への補助や、山地

災害を防ぐための間伐などを実施します。 

新たに、自治会などが利用する竹粉砕機（チッパーシュレッダー）のレンタル料の補助を行います。 

 

〈主な内容〉 

里山整備補助金 150万円 

森林整備環境保全補助 150万円 

〈財  源〉 

 県支出金 60万円／諸収入 8万円 

 市の負担額 1,302万円 
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■ 地籍調査事業 4,293万円 

  （担当 用地課） 

地籍の明確化を図るため、一筆ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し、境界の位置と面積を測

量する地籍調査を実施します。 

 

〈主な内容〉 

地籍調査委託料 3,580万円 

 

〈財  源〉 

 県支出金 3,220万円 

 市の負担額 1,073万円 

 

■ 企業会計への繰出（下水道事業） 3億 1,335万円 

  （担当 上下水道管理課） 

企業会計は、事業による収入をもって運営されていますが、経費の負担区分に従って、一般会計か

ら繰出しています。 

 

〈主な内容〉 

下水道事業会計（農業集落排水）への繰出金 3億 1,335万円 

 

〈財  源〉 

市の負担額 3億 1,335万円 
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④健康づくりと福祉の充実に関する予算 
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 高齢者福祉事業（介護保険サービス除く） 7,991万円 

  （担当 長寿介護課） 

高齢者福祉の推進を図るため、生きがい支援、生活支援や住環境支援などを実施します。 

 

〈主な内容〉 

高齢者入所支援事業 3,363万円 

シニアクラブ活動助成事業 1,352万円 

シルバー人材センター運営事業 1,046万円 

住宅助成事業 700万円 

介護人材確保事業 294万円 

 

〈財  源〉 

県支出金 1,356万円／利用者負担金 425万円 

市の負担額 6,210万円 

 

■ 福祉医療費助成事業  1億 5,054万円 

 （5 ページの医療費の無料化を除く） （担当 国保医療課） 

乳幼児・こども、高齢者、重度障害者や母子家庭・父子家庭の方々が安心して生活できるよう、医療

費の自己負担額の一部を助成します。 

 

 

 

〈主な内容〉 

重度心身障害者医療助成費 8,300万円 

高齢重度心身障害者特別医療助成費 5,400万円 

高齢期移行助成費 280万円 

母子家庭等医療助成費 750万円 

未熟児養育医療給付費 240万円 

 

〈財  源〉 

国支出金 106万円／県支出金 6,123万円 

広域連合支出金 1,200万円／市の負担額 7,625万円 
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■ 母子保健事業  3,493万円 

 （5 ページのかさいすくすく子育て定期便、6 ページの出産・子育て応援事業を

除く） 

（担当 健康課） 

妊娠期から乳幼児期までの母子を対象に健診・訪問・相談サービスなどを実施し、特定不妊治療に

要する費用の一部を助成します。妊産婦健診の助成や、不妊治療・不育症治療費用を助成します。 

現行の母子手帳に加え、電子母子手帳アプリを導入し、出産・子育ての不安や負担を軽減します。 

 

〈主な内容〉                       〈財  源〉 

妊婦健康診査助成事業 1,888万円       国支出金 332万円 

新生児聴覚検査助成事業 130万円       県支出金 54万円 

産婦健康診査助成事業 195万円          市の負担額 3,107万円 

不妊治療費助成事業 240万円 

電子母子手帳の導入 118万円 

 

■ 予防事業 1億 5,175万円 

  （担当 健康課） 

感染症を予防するため、定期予防接種の個別接種や任意で実施するおたふくかぜや季節性インフ

ルエンザ予防接種の助成を実施します。 

 

〈主な内容〉 

定期接種委託料 1億 3,490万円 

任意接種委託料 800万円 

 

〈財  源〉 

国支出金 171万円／県支出金 148万円 

市の負担額 1億 4,856万円 

 

■ 生活保護対策事業 3億 6,628万円 

 （7 ページのこども食堂補助金を除く） （担当 地域福祉課） 

生活に困窮する方に対して必要な保護を行い、健康で文化的な最低限度の生活を保障するととも

に、自立を助長します。 

 

〈主な内容〉                      〈財  源〉 

生活保護費支給事業 3億 2,445万円       国支出金 2億 7,312万円 

生活困窮者自立支援事業 4,183万円       県支出金 418万円 

     市の負担額 8,898万円 
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■ 障がい者福祉事業 15億 5,314万円 

  （担当 地域福祉課） 

障がい者福祉の向上と社会参加の促進を図るため、自立支援給付や地域生活支援などの福祉サ

ービスを適切に利用できるよう支援します。 

8050 問題の不安を解消する環境づくりのため、自宅のように宿泊を体験できる短期入所施設を開

設するための費用を補助します。 

〈主な内容〉 

介護訓練等給付費（訪問系、日中活動系サービスなど） 10億 2,023万円 

善防園管理運営委託料 1億 909万円  自立支援医療等給付費（透析など） 3,483万円 

相談支援事業委託料 2,903万円  福祉タクシー賃借料 450万円 

障害児通所給付費 1億 6,000万円 

独立型短期入所施設整備補助 1,000万円 

〈財  源〉 

国支出金 6億 5,589万円／県支出金 3億 2,383万円 

社会福祉施設給付費収入など 1億 504万円 

市の負担額 4億 6,838万円（うち市の借金 400万円） 

 

■ 健康推進対策事業 6,880万円 

  （担当 健康課） 

町ぐるみ健診の実施や生活習慣病、歯周病などの予防事業等を実施します。また、運動ポイント事

業や食育事業、こころの健康づくり事業を実施し、誰もが健やかに、幸せに暮らすことができる「健幸

都市加西」を推進します。 

〈主な内容〉 

がん検診委託料 1,970万円 

医療機関診査業務委託料 1,700万円 

こころの健康づくり（自殺対策）事業 461万円 

運動ポイント事業 1,250万円 

〈財  源〉 

国支出金 256万円／県支出金 251万円 

諸収入 582万円／市の負担額 5,791万円 

 

■ 高齢者保健介護予防事業  915万円 

  （担当 国保医療課・健康課・長寿介護課） 

75 歳以上の後期高齢者に訪問指導や講話を実施し、フレイル（虚弱）の予防・早期発見・早期支援

を行います。 

 

〈主な内容〉                   〈財  源〉 

事業費 915万円              諸収入 887万円／市の負担額 28万円 
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■ 体育活動推進事業 1,772万円 

  （担当 文化・観光・スポーツ課） 

市内のスポーツ団体の活性化とスポーツの推進を図るとともに、市民の健康と体力づくりに寄与し

ます。グリーンパークトライアスロンや市民向けのスポーツ教室、プロバレーボールチーム「ヴィクトリ

ーナ姫路」と連携した事業などを実施していきます。 

 

〈主な内容〉                          〈財  源〉 

トライアスロン大会委託料 500万円          市の負担額 1,772万円 

スポーツ教室委託料 70万円 

ヴィクトリーナ姫路連携事業 130万円 

スポーツ少年団補助金 116万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 企業会計・特別会計への繰出  

（病院・国保・介護・後期高齢特別会計） 21億 9,033万円 

  （担当 病院・国保医療課・長寿介護課） 

企業会計・特別会計は市民の皆様が納付される保険料や国・県支出金などの収入のほか、法律に

基づく一般会計からの繰出により運営されています。 

〈主な内容〉 

病院事業会計への繰出金 8億 1,053万円 

国民健康保険特別会計への繰出金 3億 6,500万円  

介護保険特別会計への繰出金 8億 3,000万円 

後期高齢者医療特別会計への繰出金 1億 8,480万円 

〈財  源〉 

国支出金 1億 3,113万円／県支出金 2億 7,128万円 

諸収入 12万円／市の負担額 17億 8,780万円 
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⑤都市基盤づくりと定住促進に関する予算 
 

 

 

 

■ 塵芥処理事業・最終処分場事業  

し尿収集・処理事業  

 

5億 1,314万円 

  （担当 環境課） 

加西市では小野加東加西環境施設事務組合に加入し、家庭から出る燃えるごみを小野クリーンセ

ンターへ持ち込んで焼却処理しています。また、粗大ごみ拠点回収を実施しています。 

し尿は市内全域で民間委託により収集し、施設運転管理業務の包括委託を行っています。 

 

〈主な内容〉 

小野加東加西環境施設事務組合負担金 1億 9,600万円 

廃棄物処理委託料 1億 3,200万円 

し尿処理施設包括運転管理業務委託料 9,072万円 

し尿収集委託料 6,000万円 

 

〈財  源〉 

利用者負担額等 9,260万円 

市の負担額 4億 2,054万円 

（うち市の借金 670万円） 

 

■ 脱炭素先行地域づくり事業 1億 8,226万円 

  （担当 環境課） 

加西市は、令和 4 年 11 月に、国がカーボンニュートラルの先行モデルとして積極的に支援する「脱

炭素先行地域」に選定されました。 

カーボンニュートラルは、二酸化炭素の排出量と吸収量を均衡させて、排出量を実質ゼロにすること

をめざす取り組みで、2030年度までに主に「電力消費にともなう二酸化炭素排出量を実質ゼロ」にする

ことを目標に取り組みます。 

 

〈主な内容〉 

スマートグリッド※ 1億 5,021万円 

急速充電器の設置 1,400万円 

まちづくり構想の策定 300万円 

 

〈財  源〉 

国支出金 1億 7,304万円／諸収入 78万円 

市の負担額 844万円（うち市の借金 420万円） 

※「次世代電力網」という新たな電力供給システムのことをいい、IT 技術で効率よく電気を送電する

仕組みです。 
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■ 環境保全対策事業 1,682万円 

  （担当 環境課） 

地球環境保全のために、大気水質等の検査や新エネルギー設備設置補助などを行います。 

 

〈主な内容〉 

新エネルギー設備設置補助金 200万円 

電気自動車導入補助金 150万円 

 

〈財  源〉 

県支出金 15万円／諸収入 87万円 

市の負担額 1,580万円 

 

■ 道路等整備事業 9億 4,341万円 

  （担当 土木課、開発推進課） 

幹線道路の整備、道路・橋梁の修繕、通学路安全対策、市道の草刈を行う自治会への補助を行い

ます。鶉野飛行場線や上宮木玉野線の整備工事などを実施します。 

 

〈主な内容〉 

幹線道路網の整備（市道鶉野飛行場線・市道上宮木玉野線） 4億 9,900万円 

市街路事業（中野地区区画道路 7号、市道上宮木鶉野線） 8,000万円 

道路修繕事業 1億 1,500万円 

橋梁点検・修繕 1億円 

 

〈財  源〉 

国支出金 2億 4,825万円 

市の負担額 6億 9,516万円 

（うち市の借金 4億 4,900万円） 
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■ 耐震化促進事業 1,163万円 

  （担当 都市計画課） 

耐震化に係る住宅の改修工事などに対し助成することで、住宅の耐震化推進を図ります。  

 

〈主な内容〉                           〈財  源〉 

簡易耐震診断委託料 63万円   国支出金 532万円 

耐震改修助成金 1,100万円   県支出金 124万円 

市の負担額 507万円 

 

■ 区域区分見直しに係る調査検討 700万円 

  （担当 都市計画課） 

厳しい建築制限による人口減少など市街化調整区域の地域活力低下への抜本的対策として、線引

き廃止（≒市街化調整区域の廃止）の可能性を探るため、地域の現状や先進事例の調査分析、線引

きに代わる新たなまちづくりルールの検討などを行います。 

 

〈主な内容〉                           〈財  源〉 

調査検討業務委託料 700万円   市の負担額 700万円 

 

■ 企業会計への繰出（水道・下水道事業）  4億 6,112万円 

  （担当 上下水道管理課） 

 企業会計は、事業による収入をもって運営されていますが、経費の負担区分に従って、一般会計

から繰出しています。 

 

〈主な内容〉 

水道事業会計への繰出金 2,357万円 

下水道事業会計（公共下水・コミュニティプラント）への繰出金 4億 3,755万円 

 

〈財  源〉 

県支出金 250万円／市の負担額 4億 5,862万円（うち市の借金 470万円） 
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■ 災害対策事業 4億 9,212万円 

  （担当 危機管理課） 

鶉野飛行場跡備蓄倉庫に保管する備蓄品の購入を実施し、災害対策を進めていきます。また、防

災情報が受け取れるよう、市内全域にスマートフォンなどを活用した情報伝達システムを整備します。

スマートフォンなどがないご家庭には、タブレット端末を貸与します。 

 

〈主な内容〉 

備蓄品購入事業 500万円 

情報伝達システム 3億 7,600万円 

 

〈財  源〉 

国支出金 6,975万円／諸収入 40万円 

市の負担額 4億 1,197万円（うち市の借金 3億 9,920万円） 

 

■ 消防事業（常備消防・非常備消防・防災基盤整備） 7億 9,312万円 

  （担当 危機管理課） 

平成 23 年度から北はりま消防組合（加西市・西脇市・加東市・多可町）において、消防事務などの

共同処理を行っています。また、地域で活動する消防団の運営補助・手当の支給とその基盤整備とし

て小型動力ポンプ積載車などを購入します。 

令和 5 年度からは市消防団員の年額報酬や活動報酬を見直し、車両については国からポンプ車 1

台の無償貸与を受ける予定です。 

 

 

〈主な内容〉 

北はりま消防組合負担金 6億 4,240万円 

消防団運営費 1億 1,786万円 

 

〈財  源〉 

県支出金 6万円／諸収入 3,808万円 

市の負担額 7億 5,497万円(うち市の借金 2,020万円) 
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■ 地域活性化拠点施設管理運営事業 8,779万円 

  （担当 鶉野未来課） 

加西市地域活性化拠点施設「sora かさい」を管理運営します。「sora かさい」では、地域の歴史文化

の発信、物販・飲食サービスの提供、観光案内、各種交流イベントの実施を行い、交流人口の増加や

まちの賑わい創出を図ります。 

 

〈主な内容〉                             〈財  源〉 

 地域活性化拠点施設管理運営費 4,047万円        国支出金 717万円  

 展示・資料調査 1,300万円                   諸収入 54万円 

 グリーンスローモビリティ運行管理費 250万円       市の負担額 8,008万円 

      （うち市の借金 210万円） 

 

 

 

 

 

■ 鶉野飛行場跡活用整備事業 5,070万円 

  （担当 鶉野未来課） 

滑走路や防空壕、機銃座などの戦争遺跡が数多く残る、鶉野飛行場跡周辺をフィールドミュージア

ムとして活用し、平和学習や観光誘客に取り組みます。 

また、3D 技術や VR（仮想現実）、メタバースといった技術を活用し、バーチャルに体験できるデジタ

ルコンテンツを制作し、活用します。 

 

〈主な内容〉                         〈財  源〉 

 案内看板の設置 200万円              国支出金 20万円 

 デジタルミュージアム事業 3,250万円       市の負担額 5,050万円 

（うち市の借金 610万円） 
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■ UJI ターン促進補助事業 950万円 

  （担当 人口増政策課） 

奨学金を受けて大学等に進学し卒業した後にＵターンして加西市に住まれる方や、就職等で加西市

に移り住まれる方が、返還されている奨学金の一部を補助します。 

 

〈主な内容〉 

UJI ターン促進補助事業 950万円 

〈財  源〉 

市の負担額 950万円 

 

■ 空き家を活用した地域交流活性化事業 3,600万円 

  （担当 きてみて住んで課） 

都市部からの人の流入と地域の賑わいづくりのため、古民家（空き家）のリノベーションを 3 年計画

で行い、移住希望者向けのお試し居住や地域交流施設等として活用します。2 年度目となる令和 5 年

度は、建物の改修や空き家を活用した移住 PR・地域体験メニューなどへの支援を行います。 

 

〈主な内容〉                      〈財  源〉 

地域交流活性化業務 3,600万円        国支出金 1,800万円／市の負担額 1,800万円 

 

■ 移住定住促進事業 9,744万円 

 （空き家を活用した地域交流活性化事業を除く） （担当 きてみて住んで課） 

若者世帯の住宅購入に対する補助や新婚世帯向けの家賃（敷金・礼金も対象）や引越費用に係る

補助を行います。 

今年度より、若者世帯の住宅購入補助の上限額拡充や、新婚世帯向けの家賃補助の所得制限撤

廃などを実施し、制度を拡充します。 

また、中間支援組織を活用し、移住定住にかかるさまざまな相談を受け付けます。 

 

 

〈主な内容〉 

若者世帯定住促進住宅補助事業 3,400万円 

新婚世帯向け家賃補助金 1,200万円 

結婚新生活支援事業 800万円 

移住定住相談業務 250万円 

 

〈財  源〉 

 国支出金 860万円／県支出金 625万円 

 市の負担額 8,259万円 
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⑥住民主体のまちづくり・人づくりの推進に関する予算 
 

 

 

 

 

 

■ ふるさと創造事業 1,850万円 

  （担当 ふるさと創造課） 

小学校区を単位とした地域住民主体によるまちづくり組織である「ふるさと創造会議（まちづくり協議

会、地域づくり協議会）」の活動に対して交付金を支給し、地域課題解決に向けたまちづくり活動や組

織強化等の取組みを推進します。 

 

〈主な内容〉 

ふるさと創造会議交付金 1,850万円 

 

〈財  源〉 

市の負担額 1,850万円 

 

■ SDGｓ推進事業 580万円 

  （担当 人口増政策課） 

令和４年度に内閣府より優れた SDGs の取組として選定された「SDGs 未来都市」の事業計画に基

づいて、SDGｓの推進を通じて本市に関わる個人や企業・団体等と一緒に地域課題を解決し、「あった

らいいな（できたらいいな）」の実現を目指します。 

 

〈主な内容〉                      〈財  源〉 

ＳＤＧｓ推進事業委託料 580万円        市の負担額 580万円 
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■ 公共交通政策事業（地域主体型交通の支援など） 1億 6,212万円 

  （担当 人口増政策課） 

 住民の「足」を確保し、暮らしやすいまちづくりをするため、北条鉄道や路線バス、コミュニティバスと

いった公共交通の整備や補助を行います。 

 「ふるさと創造会議」が地区内で運行する地域主体型交通の導入支援や、運営の補助をします。 

 

〈主な内容〉 

北条鉄道設備等整備費補助金 2,700万円 

コミュニティバス負担金 5,220万円 

地域主体型交通の運営費補助等 1,290万円 

〈財  源〉 

国支出金 74万円／諸収入 209万円 

市の負担額 1億 5,929万円 

 

 

■ 若者応援事業 1,060万円 

  （担当 ふるさと創造課） 

結婚を希望する男女をサポートする「出逢いサポートセンター」はこれまで対面での面談やお見合い

だけでしたが、オンラインでも出逢いの場を提供できるようにします。また、若者の地域づくり活動への

参画や新たに起業する事業を支援します。 

〈主な内容〉 

出逢いサポートセンター運営事業 900万円 

若者応援事業助成金 60万円 

 

〈財  源〉 

 国支出金 597万円／市の負担額 463万円 

 

■ 女性活躍推進事業 202万円 

  （担当 ふるさと創造課） 

男女共同参画、女性活躍を推進するため、地域で活躍する女性リーダーを育成することを目的にセ

ミナーの実施や団体などへの補助を行います。 

 

 

〈主な内容〉                       〈財  源〉 

女性リーダー育成事業 62万円          市の負担額 202万円 

地域女性活躍補助金 40万円 

女性役員登用補助金 100万円 
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■ 播磨国風土記関連事業 1,100万円 

  （担当 文化・観光・スポーツ課） 

5月 4日に「第 7回加西能」を開催し、日本を代表する能楽師による能・狂言の上演や地元の子ども達

で結成した「加西市こども狂言塾」による新作狂言「根日女」を上演することにより、郷土愛や誇りを育

むとともに、播磨国風土記ゆかりの地であることを全国に PR します。 

 

〈主な内容〉                     〈財  源〉 

根日女伝承事業 400万円           市の負担額 1,100万円 

加西能開催事業 560万円 

風土記講座開催事業 40万円 

広域連携事業 10万円 

広報連携事業 10万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 観光事業 6,769万円 

  （担当 文化・観光・スポーツ課） 

魅力にあふれた加西市を発信し、市民がふるさと加西に誇りを持ち、市外からは何度も訪れたくな

るようなまちづくりを推進していきます。市民主体のイベントを実施し、交流人口や関係人口を増やす

取組を実施していきます。 

 

〈主な内容〉 

加西サイサイまつり事業 800万円 

サイクルツーリズム推進事業 200万円 

気球の飛ぶまち加西事業 300万円 

観光誘客事業 500万円 

観光協会への委託・補助 3,650万円 

 

〈財  源〉 

国支出金 950万円 

市の負担額 5,819万円 
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■令和５年度 わかりやすい加西市の予算 
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